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平成２８年第２回姶良市議会定例会（６月２３日（木） 午前１０時開会） 

 

氏   名 質 問 事 項 質 問 の 要 旨 質問の相手 

１．湯元 秀誠 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．県内一暮らしや

すいまちをめざし

て 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．物産館建設につ

いて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

校区コミュニティ協議会が各地区に設

置され、地域力の向上に期待が高まって

いる。しかし、行政のあらゆる自治会へ

の対応は、校区コミュニティ協議会への

依存を高めすぎているようにも見える。 

（１）地域自治会未加入世帯への加入促

進の対策は、どうしているのか。 

（２）自治会、町内会への加入きっかけ

づくり支援はできないか。 

（３）防犯灯の市内の設置の状況は、把

握されているか。設置は十分と考える

か。 

（４）防犯灯の設置に関する条例、規則、

助成制度の見直しを進め、電気料金の

全額補助はできないか。 

 

 

新しく姶良地区に設置予定の物産館

は、用地選定委員会により場所は決定し

ている。 

（１）今後の事業の計画を示せ。また、

行政担当はどこの所管で進めていくの

か。 

（２）物産館建設が重要なことではなく、

物産館建設によって市民への生活の活

力につながらなくては意義がないと考

える。 

・農業生産者の生産力の向上 

・生産物の多様性の推進 

・他施設との生産、出荷競合の回避の

ためなどの対策、新規生産者の育成

確保の推進 

・６次産業の推進と農産加工施設の充

実 

 など、新しい物産館建設の計画と並行

市 長 
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氏   名 質 問 事 項 質 問 の 要 旨 質問の相手 

 

 

 

 

 

 

 

して、早めの取り組みが活性化につな

がると考える。市長の考えを問う。 

 

 

２．小山田邦弘 １．姶良市における

「自治」の考え方に

ついて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１）自治の領域、役割分担について 

校区コミュニティが動き始めて二年

目、各校区では活発な自治活動が根付

き始めている。一方で、「どこまでがコ

ミュニティで、どこからが行政なのか

わからない」といった声も聞かれる。

「自治」に対する領域、役割分担など

の基本的な考えを示せ。 

（２）自治基本条例について 

自治体によっては、地域課題への対

応やまちづくりを誰がどんな役割を担

い、どのような方法で決めていくのか

を文章化した「自治基本条例」を備え

ているところもある。本市でこれに当

たるものがあるのか、あるいは当該条

例を将来的に制定する考えはないか。 

（３）「自治」が変わる時の行政の変化に

ついて 

校区コミュニティの始動で住民サイ

ドの「自治」が問われているのと同じ

ように、２０００年以降の地方分権改

革により、議会サイドでも「自治」の

考え方が問われ、本市議会も議会基本

条例を制定し、議会改革が進んでいる。 

こうした住民、議会の変化に合わせ

て行政サイドではどのような変化が生

じているのか、また今後どのような変

化が想定されているのかを示せ。 
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３．谷口 義文 １．水害について 

 

 

 

 本年の梅雨は、例年になく雨量が多い

と聞く。５月１０日の雨は、一時相当な

雨量になり、市民も不安を感じたと思わ

れる。 

市 長 

 

 

 



 

 

氏   名 質 問 事 項 質 問 の 要 旨 質問の相手 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．物産館について 

 

 

 

 

 

 

 

３．姶良橋について 

 

 

 

 

 

（１）被害はなかったか。 

（２）水害は崖崩れ等の土砂災害、道路

の冠水、また、家屋への浸水等、多大

な被害が発生する恐れがある。当時、

市民への広報、現地調査、巡回パトロ

ールはなされたのか。 

（３）市内の川、用水路、側溝等の調査

と危険箇所（家屋）等に対する対策を

どう考えるか。 

 

 

物産館は、いつ着工し、オープンする

のか。販売品等の目途はついているのか。

また、計画の概要について説明を求める。 

物産品販売と並行して、市民の憩いの

場としての施設建設を望む声も多いがど

う考えるか。 

 

 

姶良橋は、旧国道１０号線として古く

から利用されている利便性の高い橋であ

る。 

イオンが開業して、以前より交通量が

多くなり、今後も増えていくと考える。 

車・自転車・歩行者も利用しているが、

歩道もなく橋自体老朽化しており、通行

する度に危険を感じている。 

近隣住民のみならず、利用しているす

べての人が不安を感じている。 

大型車輌の規制、歩道の設置等、大改

修も含めて安心安全に通行できる橋を望

むが、対策をどう考えるか。 
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